


バスク。
美
し
い
ビ
ス
ケ
ー
湾
と
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
、

フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
に
ま
た
が
る
バ
ス
ク
地
方
。

山
の
幸
も
海
の
幸
も
、自
然
の
恵
み
を
め
い
っ
ぱ
い
受
け
止
め
て
、

こ
こ
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
も
の
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
美
食
を
求
め
て
世
界
中
か
ら
グ
ル
マ
ン
が
訪
れ
、

FRANCE
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可愛いとおいしいがたくさん!

大好きな
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
で
い
っ
ぱ
い
の
街
ま
で
登
場
。

ヴ
ァ
カ
ン
ス
を
求
め
て
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
が
通
う
ビ
ー
チ
に
は
、

エ
ス
パ
ド
リ
ー
ユ
や
リ
ネ
ン
な
ど
、素
朴
な
手
仕
事
が
見
つ
か
る
。

可
愛
い
と
お
い
し
い
が
あ
ふ
れ
る
バ
ス
ク
の
魅
力
を
、

た
っ
ぷ
り
の
愛
で
お
届
け
し
ま
す
。

photos : TOSHIAKI MIYAMOTO (P8-9, P12-13, P15, P38-65), 
YUJI ONO (P8-11, P14, P16-37, P62-65), HIROSHI OKABE (P16), 
MASAO KAGEYAMA (P36), AYUMI SHINO (aosora / P9, P66-115), 
réalisation：MASAE TAKATA (PARIS OFFICE / P16-37, P62-63), 
KAORUKO YASUDA (P38-61, P64-65), 
coordination : MIYUKI TSUBOTA (JAPONIA / P66-115), 
AKIHIKO SERIKAWA (P66-115), 
cartes : DESIGN WORKSHOP JIN, INC

SPAIN
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遠くに海が顔を覗かせる、坂道の多い
ビアリッツ（Ｐ30）。聖母像のある島に
向かって延びるポール=ヴュー通りは
土産物屋が軒を連ね、常に大賑わい！

10



旧市街の人懐っこさが魅力のサン=ジ
ャン=ドゥ=リュズ（Ｐ16）。ベルエポッ
クのリゾートの薫りを伝えるグランド
ホテルも、気取らぬ顔。

FRENCH BASQUE
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サクランボの名産地イツァスーの近く
にあるカンボ=レ=バン（Ｐ47）。赤い屋
根の家屋が点在する牧歌的な景色が、
旅人の哀愁を掻き立てる。

12



フランスバスクの中心地バイヨンヌ
（P38）は、グルメな街。夕暮れになる
と、ニーヴ川沿いのバーでアペロタイ
ムが始まる。陽気な地元っ子と乾杯！



おいしいものが並ぶサン=ジャン
=ドゥ=リュズ（Ｐ16）の旧市街。100
年の歴史を誇るメゾン・チュラン
は、地元食材の宝庫。

14



チーズやワインなど、山バスクで育ま
れる食材は格別。生ハムが有名なレザ
ルデュード（Ｐ57）で豚が放し飼いされ
る横には、のんびりと草を食む馬も。

15



　
青
い
空
、
目
の
前
に
広
が
る
大
西
洋
。
切

り
立
つ
岬
に
南
北
を
挟
ま
れ
、
緩
や
か
な
弧

を
描
く
ビ
ー
チ
。
砂
浜
を
見
下
ろ
す
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
に
沿
っ
て
、
石
造
り
の
ホ
テ
ル
や
カ

ジ
ノ
が
並
ぶ
…
…
。
そ
の
風
景
は
、
ま
る
で

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
理
想
像
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
ビ
ア
リ
ッ
ツ
は
、
ス
ペ
イ
ン

か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
嫁
い
だ
ウ
ジ
ェ
ニ
ー
皇
后

が
愛
し
、
夫
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
3
世
と
と
も
に

し
ば
し
ば
滞
在
し
た
場
所
な
の
だ
。

　
ひ
と
際
美
し
く
海
辺
に
佇
む
オ
テ
ル
・
デ

ュ
・
パ
レ
の
前
身
は
、
皇
帝
が
妻
の
た
め
に

建
て
た
別
荘
の
ヴ
ィ
ラ
・
ウ
ジ
ェ
ニ
ー
。
周

囲
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
王
侯
貴
族
が
建

て
た
瀟し

ょ
う洒し
ゃな
別
荘
が
残
る
。
彼
ら
が
ラ
ン
チ

や
お
茶
に
集
ま
っ
た
サ
ロ
ン
・
ド
・
テ
の
ミ

ー
ル
モ
ン
や
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
の
浜
辺
の
カ

ジ
ノ
な
ど
、
華
麗
な
リ
ゾ
ー
ト
地
の
歴
史
を

語
る
場
所
は
星
の
数
ほ
ど
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・

シ
ャ
ネ
ル
が
初
め
て
ク
チ
ュ
ー
ル
の
店
を
オ

ー
プ
ン
し
た
地
と
い
う
の
も
、
こ
の
街
の
華

や
ぎ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　
そ
ん
な
由
緒
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
、
新
し
い

ト
レ
ン
ド
を
牽
引
す
る
の
が
サ
ー
フ
ィ
ン
カ

ル
チ
ャ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ー
フ
ィ
ン
発
祥

地
を
自
負
す
る
街
だ
け
に
、
水
着
や
サ
ー
フ

ボ
ー
ド
、
海
の
自
然
や
生
物
を
守
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ス
メ
、
水
中
で
も
身
に
着
け
て
い

ら
れ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
サ
ー
フ
ィ
ン

を
愛
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
フ
ィ
ッ
ト
し

た
ブ
ラ
ン
ド
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。
ガ

ン
ベ
ッ
タ
通
り
や
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ユ
ゴ
ー

通
り
、
マ
レ
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ッ
シ
ュ
通
り
を

歩
い
て
み
れ
ば
、
歴
史
と
伝
統
を
称
え
た
ビ

ア
リ
ッ
ツ
の
表
の
顔
と
は
ま
た
違
う
、
い
ま

の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
は
ず
。

1.最新の店が集まるのは、ガンベッタ通りやマレシャル・フ
ォッシュ通り。2.坂道の多いビアリッツ。思わぬところから
海が顔を覗かせる。3.瀟洒な街並みとは雰囲気が異なる、漁港
エリアの風景。気さくなシーフードレストランが軒を連ねる。
4.ポール=ヴュー（旧港）通りには、ビーチに最適なカゴバッグ
やエスパドリーユを売る店が。5.バスクの象徴ベレー帽を被
った看板。6.サーフボードはレンタルも可能だ。

19世紀からヨーロッパの王侯貴族に愛されてきた海辺のリゾートは、
歴史ある別荘地とサーフィンカルチャーが同居するユニークな街。

ビアリッツ
パリジェンヌも恋する、
おしゃれ避暑地へ。

2

3

4

56
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Biarritz

青い海に突き出た小島に佇むの
は、ビアリッツのシンボルである
白い聖母マリア像。

FRENCH BASQUE Biarritz
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Le Régina Biarritz Hôtel & Spa, 
52, avenue de l’Impératrice 64200 Biarritz
☎05・59・41・33・00　
◯営 12時～13時30分L.O.、19時30分～21時30分L.O.　無休
カード：Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　予約したほうがいい
https://hotelregina-biarritz.com/fr/menu/iqori/
restaurant-terrasse-vue-mer-iqori

地元生まれの季節の素材を堪能して。

イコリ
Iqori
 [ P37 -map ❶ ]

ベルエポック期の美しい建築で知られる老舗ホテル、レジ
ーナ。ホテル内の海を望むレストランでは、地元のファイ
ンダイニングで修業を積んだ若手シェフが季節の食材を使
ってモダンな料理を提案。サン=ジャン=ドゥ=リュズで水揚
げされた魚を使った、その日のオススメのひと皿「セリの
魚」を筆頭に、バンカのマスや隣接するランド地方名産のフ
ォアグラやアスパラガスを使った料理など、地元の豊かな
食材がふんだんに味わえるのが魅力だ。

5, avenue du Maréchal Foch 64200 
Biarritz
☎05・59・22・51・50　
◯営 19時30分～21時30分L.O.（火）　12時
～13時30分L.O.、19時30分～21時30分
L.O.（水～土）　㊡日、月、1月、3月、6月後
半に2週間、10月に1週間
カード：Ⓜ、Ⓥ　要予約　
www.lentredeuxbiarritz.com

1.前菜、メイン、デザートで47ユーロの3皿
コースは、スルリと完食できてしまう軽や
かさも魅力。シェフのおまかせコース62ユ
ーロなども用意。2.爽やかなリンゴのデザ
ート「Granny Smith」　3.しっかりと焼き
上げられた仔牛の胸腺はあっさりとしたお
いしさなので、内臓料理が苦手な人もお試
しあれ。「Cœur de Ris de Veau Croustill 
ant」40ユーロ　4.海の幸の風味が香るジュ
レとともに味わう、手長エビのタルタル
「Langoustine en Tartare」29ユーロ　5.シ
ェフのレミ・エスカル（左下）と幼なじみの
ジャン・ヴァンドゥヴェルド（右下）が手を
携えて立ち上げた店ゆえに、ラントル・ド
ゥと命名したのだそう。

1.前菜はランド地方の名産。
濃厚なフォアグラに添えられ
たリンゴの食感が絶妙にマッ
チ。「Foie Gras des Landes 
Marbré」23ユーロ　2.オテ
ル・デュ・パレやゲタリーの
1ツ星ブリケテニアで修業し、
2017年からイコリを率いるシ
ェフのアントワーヌ・シュア
ール。3.バスク産チーズの盛
り合わせはぜひオーダーし
て。「Plateau de Fromages 
Affinés du Pays Basque」18
ユーロ　4.サン=ジャン=ドゥ=
リュズで水揚げされたばかり
の魚と新鮮な野菜のひと皿
「Rouget cuit à la Plancha, 
Crème de Courgette et 
Légumes Primeurs Grillés」　
5.邸宅のリビングをイメージ
した、居心地のいい店内。 1

3 2

4

5

1

2
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14, avenue de Verdun 64200 Biarritz　☎05・59・24・12・62　
◯営 1月～5月、10月～12月：12時～14時L.O.、19時30分～22時
L.O.　6月～9月：12時～14時L.O.、19時～22時L.O.　
㊡日、月　※8月は日曜のみ休み　カード：Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　
予約したほうがいい　www.lepimpi-bistrot.com

居心地のよさもピカイチの人気ビストロ。

ル・ピンピ・ビストロ
Le Pim’Pi Bistrot
 [ P37 -map ❸ ]

パリのメゾン・ロスタンを経てビアリッツのガストロノミ
ーで修業を積んだブルターニュ人シェフと、ゴルフプレー
ヤーから転身して地元の歴史あるビストロを買い取った女
性。ふたりの友情が生んだ店は、居心地のよさも評判の人
気ビストロだ。カウンターに置かれた仕入れ先リストに並
ぶのは、彼らが直接契約している地元の生産者の名前。バ
スクの海の幸と山の幸をミックスしたタルタルなど、地元
の食材からオリジナリティあふれるひと皿を紡ぎ出す。

おいしいものをカジュアルに!
実力派シェフの気取らぬ美食。

ラントル・ドゥ
L’Entre Deux
 [ P37 -map ❷ ]

サン=ジャン=ドゥ=リュズのゾコ・モコで、26歳
の若さでミシュラン1ツ星を獲得して評判とな
ったシェフが2016年に独立し、たちまち話題を
呼んだレストランがこちら。「もっと自由に自
分の味を追求してより多くの人に届けたい」と
語り、ガストロノミーの枠を飛び出したシェフ
の料理は、無駄を削ぎ落としてシンプルに、旬の
素材の風味を最大限に引き出す。カリッと絶妙
な焼き加減の肉や魚料理は、付け合わせの野菜
やソースも軽やかで、洗練の味わいだ。

1.赤い外観が目印。地元の常
連客のほか、評判を聞いて海
外からの客も訪れる。2.左か
ら、シェフのマニュ・ミシェ
ルと、持ち前の笑顔でサービ
スするファニー・コンバリユ。
3.メニューは2カ月ごとに替
わる。写真はイチゴの季節に
供されるデザート。アラカル
トならメインディッシュ20
～25ユーロが目安。前菜、メ
イン、デザートのコースは39
ユーロ。4.地元産メルルーサ
にハーブのグリーンとサツマ
イモのピューレのオレンジが
彩りを添える。「Tournedos 
de Merlu」　5.牛肉と牡蠣を
合わせたタルタル「Tartare de  
Bœuf aux Huîtres」は、バス
クの海と山の恵みを調和させ
たシグネチャーメニュー。

Biarritz

5

5
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Biarritz

いまも昔も街いちばんの
シックなティーサロン。

ミールモン
Miremont
 [ P37 -map ❹ ]

作家エドモン・ロスタンは、「お茶の時間のミールモンに
はお菓子より王侯貴族の数のほうが多い」と書き残した。
そんな1872年創業のパティスリーは、ビアリッツの華や
かな歴史を物語るアドレス。ベレー・ルージュ、パリ・
ビアリッツなど、いまでもバスクの伝統をもとに新たな
菓子を次々と生み出し続けている。ロマンティックな内
装に浸って、甘いひとときを過ごしたい。

quai de la Grande Plage 64200 Biarritz　
☎05・59・22・10・43　
◯営 1月～6月、9月～12月：9時～19時　7月～8月：8
時～23時30分　
無休　カード：Ⓜ、Ⓥ　www.dodin-biarritz.fr

ビーチの人気アドレスは、
朝食からアペロまで気軽に訪れて。

ドダン・ビアリッツ
Dodin Biarritz
 [ P37 -map ❺ ]

1923年から海辺のカジノの一角に佇む、アールデ
コ様式のサロン・ド・テ。朝食、昼食からおやつ
にアペロまで、どんな時間帯にも気軽に立ち寄れ
るのが魅力だ。店の名は、19世紀末にオリジナル
レシピのベレー・バスクを考案したパティシエの
名前から。いまでも創業者の秘伝レシピから作る
ベレー・バスクは、チョコレート生地とムース・
オ・ショコラの織り成すふんわりと濃厚な味わい。
目前に広がる海を眺めながら、クリーミーな風味
が自慢のショコラショーも楽しみたい。

1.大きなパラソルが連なる海辺のテラスは、太陽が
顔を出すと大賑わい。2.創業者ドダンのレシピでそ
のまま作り続けるベレー・バスク「Béret Basque」
3.95ユーロ。ガトー・バスクやタルトなど、パティ
スリーや焼き菓子も充実している。

1B place Georges Clemenceau 64200 Biarritz　
☎05・59・24・01・38
◯営 9時～20時L.O.　無休　カード：Ⓜ、Ⓥ
www.miremont-biarritz.fr

1.2階のサロンは、19世紀の雰囲気そのままのエレガントな空
間。スイーツだけでなくランチメニューも充実している。ショ
コラやキャラメルをお土産に。2.チョコレートムースを詰めた
伝統のベレー・バスク「Béret Basque」4.20ユーロ

1 1

2
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モードな服にもはまる、
エスパドリーユが自慢。

ジョクセアン
Jox&An
 [ P37 -map ❼ ]

ブランド名は、バスク生まれの詩人ジョクセアン・
アルツェから。バスクの海と山からインスピレー
ションを得て、トレンドにとらわれないシンプル
なデザインを得意とする。なかでも、素材や色、デ
ィテールにひねりを加えてトレンドに合うように
考えられたデザインをもとに、伝統的な手仕事で
生み出したエスパドリーユは評判だ。お気に入り
の一足を、旅の思い出に持ち帰って。

ビアリッツ生まれの
ファッショナブルな水着を。

アルベルティーヌ
Albertine
 [ P37 -map ❻ ]

「この店は、下着の会社をやっていた祖父へのオマ
ージュでもあるの」と語る、オーナー姉妹。異素材
ミックスやブラウジングスタイルなど、新しいア
イデアをスイムウエアに吹き込み、注目されてい
る。そのクリエイションは水着にとどまらず、ラ
ンジェリーにプレタポルテにと拡大中。ファッシ
ョンブランドとのコラボも盛んで、ビアリッツの
カルチャーを体現するアドレスだ。

サーファーが立ち上げた、
海にやさしいコスメ。

イー・キュー・コンセプトストア・
ビアリッツ
EQ Concept Store Biarritz
 [ P37 -map ❽ ]

ビアリッツ在住のサーファーが立ち上げたこのコ
スメブランドは、海にやさしいものづくりがコン
セプト。海洋生物に影響を及ぼさないようにと開
発された、日焼け止めやヘアケアなどをラインナ
ップしている。オリジナルコスメのほか、地元ク
リエイターが作るアクセサリーや雑貨など、エシ
カルなセレクト揃いだ。

21, rue Gambetta 64200 Biarritz　
☎05・59・26・06・89　◯営 1月～6月、9月～12月：10時～
13時、15時～19時（火～土）　11時～13時（日）　7月～8
月：10時～13時、15時～20時　㊡月　※7月～8月は無
休　カード：Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　www.eq-love.com

54, rue Gambetta 
64200 Biarritz
☎06・84・91・88・65　
◯営 10時～13時、15時～
19時　◯休日、月、2月～
3月、11月　※7月～8
月は無休　カード：Ⓐ、
Ⓜ、Ⓥ　www.alberti 
ne-swim.com

 1.
モ
ダ
ン
で
シ
ッ
ク
な
内
装
。
 2.
ス
イ
ム
ウ
エ
ア
は
ワ
ン
ピ

ー
ス
�
�
�
ユ
ー
ロ
、ツ
ー
ピ
ー
ス
�
	
�
ユ
ー
ロ
　
 3.
ビ

ア
リ
ッ
ツ
の
こ
の
店
は
�
�
�


年
に
オ
ー
プ
ン
。
夏
季
限

定
で
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
、ホ
セ
ゴ
ー
に
も
出
店
す
る
。

 1.
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
や
流
木
が
飾
ら
れ
、海
を
感

じ
る
内
装
。
 2.
左
か
ら
、人
気
の
日
焼
け
止
め

ス
テ
ィ
ッ
ク
16
ユ
ー
ロ
、
海
か
ら
上
が
っ
た
ば

か
り
の
よ
う
な
ウ
ェ
ー
ブ
を
作
る
ヘ
ア
ス
プ
レ

ー
16
・
95
ユ
ー
ロ
、
全
身
オ
イ
ル
18
・
95
ユ
ー

ロ
　
 3.
青
が
基
調
の
可
愛
ら
し
い
店
。

1, rue de la Poste 
64220 Biarritz　
☎05・59・26・47・72
◯営 10時～13時、14時～
19時　㊡日、月　※7
月～8月は無休
カード：Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　
www.joxandan.com

 1.
肌
触
り
の
い
い
素
材
の
リ
ラ
ク
シ
ン
グ
な
ア
イ
テ
ム
が

揃
う
。
 2. 

19
世
紀
末
か
ら
続
く
モ
レ
オ
ン
村
の
工
房
で
職
人

が
手
作
り
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
エ
ス
パ
ド
リ
ー
ユ
は

89
ユ
ー
ロ
〜
　
 3.
目
抜
き
通
り
に
面
し
た
便
利
な
立
地
。
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Beaumanoir Small Luxury Boutique Hotel & 
Society Club, 10, avenue de Tamames 
64200 Biarritz　☎05・59・24・89・29　
全8室  全室バス付き　キングルーム250～500ユーロ、
スイート450～700ユーロ　朝食24ユーロ　
カード：Ⓐ、Ⓓ、Ⓙ、Ⓜ、Ⓥ
㊡1月～4月、11月～12月　www.lebeaumanoir.com

2, place Beau Rivage 64200 Biarritz
☎05・59・23・24・47　
◯営 12時～14時L.O.、20時～22時L.O.　
㊡日、月　カード：Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　
予約したほうがいい
www.facebook.com/La-Tantina- 
De-Burgos-126582804024308

隠れ家のような、小さな5ツ星ホテル。

ル・ボーマノワール
Le Beaumanoir
 [ P37 -map 10 ]

街の中心から東へ2㎞ほど、自然豊かな場所に佇む、フランスで
いちばん小さな5ツ星ホテル。たった8室だが、どの部屋もネオ
バロックなデザインでゆったり。オリーブやブドウの木が茂る
緑豊かな庭園には、温水プールも設置。屋内外にふたつのケア
キャビン、シャンパーニュバーなど、至れり尽くせり。遠くに海
を眺めながら、贅沢な滞在を心ゆくまで楽しみたい。

1.朝食ルーム。朝食はグルテンフリーも
対応可能。2.アットホームで居心地よい
サロンスペース。3.ピクニックやディナ
ープレート、ベビーシッターまで、客の要
望にきめ細かく応じてくれると評判だ。

1.レストランもバースペースも数年前に増設したという
ほど人気の店。2.タパスは各1～2ユーロ、メインは11ユー
ロ～と、リーズナブルなのもうれしい。

1.いちばん小さな部屋でも35㎡と、広々した造り。スイートも家族向けの
アパルトマンも2室ずつ用意。2.1885年築の厩舎だった建物を改装。3.50種
のシャンパーニュが揃い、深夜まで軽食もオーダーできるバースペース。

Biarritz
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5, rue des Halles 64200 Biarritz　
☎05・59・24・80・38　◯営バー：10時30分～
15時L.O.、18時30分～翌2時L.O.　レスト
ラン：12時～15時L.O.、18時30分～23時L. 
O.（月、水～木、日）　12時～15時L.O.、18時
30分～24時L.O.（金、土）　㊡火　カード：
Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　www.barjean-biarritz.fr

シンプルなシーフードを
大勢でシェアして。

バール・ジャン
Bar Jean
 [ P37 -map ❾ ]

市場の周辺に集まる店の中でも、ひと
際目を惹く店がこちら。バーカウンタ
ーもテラスも、朝から常連客で賑わう。
この店の自慢は、新鮮な海の素材を焼
いたり、揚げたり、シンプルな料理だ。
どれも量が少なめなので、大勢でたく
さん注文してシェアしたい。まずはバ
ーカウンターにズラリと並ぶタパスか
ら気になるものをつまみながら、じっ
くりと料理を選んで。
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30, rue Gambetta 64200 Biarritz　☎05・59・24・93・82
全21室　※スイートは7室　バスタブ付き4室、
シャワーのみ17室　◯料シングル、ダブル144ユーロ～、
スイート490ユーロ　朝食15ユーロ　
カード：Ⓐ、Ⓜ、Ⓥ　www.hotel-silhouette-biarritz.com

29, rue Gambetta 64200 Biarritz　☎05・59・01・60・70
全7室　全室シャワーのみ　スタンダード69～135ユーロ、スーペリア
79～155ユーロ、デラックス99～190ユーロ　朝食8.50～12.50ユーロ　
㊡1月初旬　カード：Ⓐ、Ⓓ、Ⓜ、Ⓥ　www.hotel-biarritz.com

Access パリ・オルリー空港かシャルル・ド・ゴール空港からビアリッツ
=アングレット=バイヨンヌ空港まで、飛行機で約1時間30分。空港から市内
の中心地まで、車で約20分。パリから電車で行く場合、モンパルナス駅か
らTGVでビアリッツ駅まで約5時間20分、ビアリッツ駅から車で約20分。

友人の家を訪れたような、
アットホームなプチホテル。

メゾン・ガルニエ
Maison Garnier
 [ P37 -map 13 ]

1876年に建てられたヴィクト
リア調の個人住宅をホテルに改
装。古い木の階段など歴史を感
じさせるシックな内装で、7室
のみのプチホテルだ。バスクで
作られた家具やリネンで統一さ
れた客室は、部屋ごとに趣向が
異なるが、どの部屋もクリーン
で明るい雰囲気。まるで友人の
家を訪れたかのように寛げる。
ビアリッツの中心地にあり、便
利な立地もうれしい。

オテル・ドゥ・シルエット
Hôtel de Silhouette
 [ P37 -map 12 ]

17世紀の邸宅がリュクスなホテルに。
ルイ15世の財務官シルエット卿の住まいだった17
世紀の館が、4ツ星ホテルに生まれ変わった。ピエ
ロ・フォルナセッティの壁紙とスカンジナビア風イ
ンテリアのエレガントな内装で、2階の窓からは遠
くに海を望める。買い物客で賑わう市場の向かいと
いう便利な立地で、夏には庭園にレストランをオー
プンしてアペロ＆タパスを振る舞うジャズコンサー
トを開催。地元っ子も集まる人気のアドレスだ。

山バスクの料理も堪能できる人気店。

ラ・タンティーナ・ドゥ・ビュルゴス
La Tantina de Burgos
 [ P37 -map 11 ]

ファッション関係者が多く訪れるという街外れの人気レストラ
ンだが、サーファーや地元っ子で賑わうラフな雰囲気も魅力。こ
ちらで味わえるのは、山バスクから直送される新鮮な肉料理。シ
ーフード料理も多く、山と海の恵みが一挙に楽しめるのがうれ
しい。夏はテラス席で、オフシーズンは木造りのコージーな屋
内スペースで、常連客と大きなテーブルを囲んでみよう。

1.庭のテラスに直接出られる2号室。2.バーとして毎日オープンしているサロ
ンでは、地元アーティストの展覧会も。3.マルシェの向かいにある、小さなエ
ントランス。4.緑豊かな庭園には、羊のオブジェが置かれている。
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